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　FMRCは、令和4年度よりナショナルバイオリソースプ
ロジェクト（NBRP）中核的拠点整備プログラム（第5期）
（文部科学省）に参画しました。
　FMRCは、NBRPきのこリソースの中核拠点として、菌
株の収集・保存・提供を行っていくとともに、保有する菌株
資源が広く活用されるための環境・情報整備に取り組みま
す。また、新規ユーザーの開拓も視野にいれた広報活動や
きのこ菌株の安定的保存法に関するワークショップ等も
開催しています。

ナショナルバイオリソースプロジェクト（NBRP）は、
バイオリソースの質の向上を目指し、ゲノム情報等の
解析、保存技術等の開発によるバイオリソースの付加
価値向上により時代の要請に応えたバイ
オリソースの整備を行うものです。

● 菌株分譲申し込み方法
　FMRCでは、教育や産業に関する研究に広くTUFC菌株を活用いた
だくことを目的に、有償にて菌株を提供させていただいております。
オンライン菌株カタログにて、菌株を検索ください。ご希望の菌株の
TUFC番号と菌名より分譲を以下の要領でご請求ください。
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●お問合せ先

●菌株分譲に関するお問合せはこちら

〒680-8553 鳥取市湖山町南4丁目101

TEL.0857-31-5343  FAX.0857-31-5347

鳥取大学 農学部 庶務係

E-mail：fmrc-collection@mail.muses.tottori-u.ac.jp

菌類きのこ遺伝資源研究センター

TEL.0857-31-5882  FAX.0857-31-5888
遺伝資源評価保存研究部門 遺伝資源分譲係

※送料（普通郵便）込み。 ただし、依頼者のご要望により、別の輸送手段を用いる
　場合は、送料をご負担いただきます。

❺菌株分譲代金について
１株あたりの分譲代金
■大学・教育機関・国公立試験研究機関･･････7,700円（税込）
■その他の民間試験研究機関･････････････15,400円（税込）

菌株に同封する納品書に基づき、請求書発行日から60日以内に所
定の銀行口座に振り込みください。支払期限を過ぎますと延滞金
（年5％）をお支払いいただく場合があります。

❹菌株分譲代金のお支払い

菌株は液体窒素凍結標品を復元した後、試験管斜面培地に移植し、
生育を確認の上、試験管でお送りします。菌種や菌株により、培養期
間が1週間～2か月以上と異なりますことをご了解ください。

❸菌株の送付

分譲依頼書を受け取りましたら、その確認と送付予定日をご連絡差し上
げます。なお、菌株の中には分譲に制限があるものもあり、また、菌株の
生育不調など、分譲できない場合もございますので、ご了承ください。

❷分譲依頼書の受け付け確認

菌株分譲のご依頼には、「菌類きのこ遺伝資源分譲依頼書」（以下、分
譲依頼書）の提供条件に同意いただく必要があります。その上で、分
譲依頼書に必要事項をご記入いただき、署名・捺印の上、分譲依頼書
を「遺伝資源分譲係」までお送りください。分譲依頼書はセンター
HPもしくは「TUFC 菌株カタログ」よりダウンロード可能です。

❶分譲申し込み

● NBRPについて

NBRP HP ▶

菌株寄託も受付けております。詳細は「遺伝資源分譲係」にお問合せください。



　TUFC菌株カタログでは、分譲可能なTUFC菌株の情報を
公開しています。分譲可能株は分離源のきのこ標本における
形態情報とＤＮＡ塩基配列に基づき種同定されており、各菌
株の菌名、和名、分離法や宿主等、株に関するキーワード（英
語）で検索できます。
　また、これらの菌株情報は（独）製品評価技術基盤機構
（NITE）の生物資源データプラットフォーム（DBRP）からも
検索可能です。

　「きのこ」は比較的大型の子実体という生殖器官を作

る菌類で、担子菌類が主ですが、一部には子嚢菌類も含

みます。この「きのこ」の中には、食用、薬用、毒きのこ等、

多様な生物活性を有することが知られているものの、多

くは未開拓です。今後、食用新品種、医薬品、農薬などの

開発素材として有望な生物資源であり、よく知られてい

る「カビ」とは、異なった生理活性が期待できます。

鳥取大学農学部附属
菌類きのこ遺伝資源
研究センター

　農学部附属菌類きのこ遺伝資源研究センターは、「きのこ」
に着目して、研究と教育を行う日本唯一の研究センターで、保
有する菌株を核に、基礎から応用研究を展開し、産業の活性化
や新産業の創出に貢献します。
　また、特色のある体系的な教育を通し、「菌類資源科学に関
する」知識や技術を修得した人材育成にも取り組んでいます。

　FMRCでは、研究や教育活動の中できのこ菌株（TUFCコ
レクション（Tottor i  Un ivers i ty  Funga l  Cu l ture  
Collection））の収集に取り組んできました。
　2022年8月時点の菌株保有数は588属1,815種9,125株
で、日本最大級のきのこ菌株コレクションです。TUFCコレ
クションは、シイタケやマツタケに代表される食用野生株は
もちろん、霊芝、チョレイマイタケなどの薬用野生株、
Phanerochaete属などのリグニン分解能を有する野生株も
数多く取り揃えております。

● TUFC菌株コレクション ● きのこ抽出物の活用研究

● オンライン菌株カタログ

TUFC菌株カタログ DBRP

FMRC Fungus/Mushroom Resource and Research Center
FMRC HP

　FMRCでは、保有する菌株の活用研究も積極的に進めています。
　きのこは、医薬や農薬、機能性成分などとして利用できる生
物活性物質の探索源として大きな注目を集めています。FMRC
では、幅広い分野の研究者と共同研究を行い、私たちの生活を
豊かにする新たな生物活性物質の発見を目指しています。
　きのこ類から新たな物質の探索を行う場合、培養に時間が
かかるという問題があります。これを克服し新規物質の発見
を加速するため、FMRCでは、抽出物ライブラリーを構築して
います。抽出物ライブラリーは、人工栽培あるいは野外からの
採集によって得られた子実体の抽出物に加え、菌株の液体培
養物の抽出物も含んでいます。すでに613株のきのこから
1,335サンプルを調製しました(2022年8月)。これを用いる
ことで、生物活性物質のスクリーニングを効率的に行うこと
ができます。
　抽出物ライブラリーを用いた探索によって、抗菌性物質や
植物の成長促進物質、メラニン合成阻害物質、がん細胞の増
殖阻害物質などが見いだされてきました。今後、さらに多く
の有用物質の発見が期待されます。

Bihaku

「きのこ抽出物ライブラリー」のご利用にご興味のある方は
「遺伝資源分譲係」までお問い合わせください。

がん細胞増殖阻害
特開2022-090502

ピロリ菌増殖阻害
特開2021-80207

概日リズム調整
特願2021-072719 

きのこから
新たに

見いだされた
生物活性物質 メラニン合成阻害

特許7054156
植物成長促進
特許7053030

抗菌性
特許6304817


